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（百万円未満切捨て） 
１．2026年３月期中間期の連結業績（2025年４月１日～2025年９月 30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2026年３月期中間期  1,635 4.0 56 36.0 52 39.7 36 51.8 

2025年３月期中間期 1,572 2.4 41 △16.5 37 △18.6 24 △11.1 

（注） 包括利益    2026年３月期中間期  36百万円（51.8％）  2025年３月期中間期  24百万円（△11.1％） 

 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益

率 

 円   銭 円   銭 ％ ％ ％ 

2026年３月期中間期 46.07 － 37.8 1.2 1.2 
2025年３月期中間期 30.34 － － － － 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2026年３月期中間期 1,499 214 14.3 266.68 
2025年３月期 1,524 193 12.7 239.12 

（参考）自己資本    2026年３月期中間期   214百万円       2025年３月期 193百万円 

（注）当社は 2021年 10月 1日に単独株式移転により設立されたため、前期実績はありません。 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金    

中間期末 期 末 合 計 （合計） （連結） （連結） 

 円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％ 

2025年３月期 0.00 20.00 20.00 12 38.9 13.0 
2026年３月期 0.00            

2026年３月期(予想)  － －            －              

（注）2026年３月期の配当予想については、現時点で未定であります。 

直近に公表されている配当予想からの修正の有無 : 無 

 

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月 31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属す

る当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 3,400 4.6 110 8.3 100 10.2 80 19.1 99.68 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 :無 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
※ 注記事項 

（１）当中間連結会計期間における重要な子会社の異動 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：無 

 

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2026年３月期中間期 807,600株 2025年３月期 807,600株 

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 5,000株 2025年３月期 5,000株 

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 802,600株 2025年３月期中間期 802,600株 

 
※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的 
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ 
ります。 
業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、中間決算短信（ 

添付資料２ページの「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測に関する情
報」をご覧下さい。 

・当連結会計年度（2021 年４月１日から 2022 年３月 31 日まで）の連結財務諸表は、単独株式移転により完全
子会社となった株式会社富士テクノソリューションズの連結財務諸表を引き継いで作成しております。 
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１．当中間決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復傾向が続く中で個人消費や設備投資に持ち直しの動きが

見られました。雇用環境は改善傾向にあるものの、物価高の長期化や人手不足の影響および米国の関税措置等により

先行き不透明感な状況が継続しております。 

このような経済環境の中、当社グループの主要顧客である製造業を中心に開発スピードの早期化により受注環境は

特に、半導体製造装置関連メーカーや自動車関連メーカーからの技術者の要請が顕著となりました。活発な市場環境

下、技術者の稼働率の増加に加え単価交渉や戦略的ローテーションによる技術者の契約単価アップにより売上高につ

きましては前年同期を上回りました。 

以上の結果、当中間連結会計期間においては、売上高1,635百万円（前年同期比4.0％増）、営業利益56百万円（前年

同期比36.0％増）、経常利益52百万円（前年同期比39.7％増）、親会社株主に帰属する中間純利益36百万円（前年同期

比51.8％増）となりました。 

当社グループは情報処理事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 (ア) 流動資産 

当中間連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ21百万円減少し1,017百万円となり

ました。これは、現金及び預金の減少32百万円が主な変動要因であります。 

(イ) 固定資産 

当中間連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ３百万円減少し481百万円となりま

した。これは、のれんの減少17百万円が主な変動要因であります。 

(ウ) 流動負債 

当中間連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ31百万円増加し823百万円となりま

した。これは、短期借入金の増加15百万円、賞与引当金の増加９百万円、未払費用の増加７百万円が主な変動要因

であります。 

(エ) 固定負債 

当中間連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ78百万円減少し461百万円となりま

した。これは、長期借入金の減少73百万円、社債の減少10百万円が主な変動要因であります。 

(オ) 純資産 

当中間連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ20百万円増加し214百万円となりまし

た。これは、親会社株主に帰属する中間純利益を計上したことによる利益剰余金の増加20百万円が変動要因であり

ます。 
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② キャッシュ・フローの概況 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、502百万円となりました。 

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、獲得した資金は65百万円（前年同期は18百万円の獲得）となりました。これは主として、税金等調

整前中間純利益52百万円、のれん償却額17百万円、賞与引当金８百万円により資金が増加したことによるものでありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は49百万円（前年同期は５百万円の使用）となりました。これは主として、定期預金

の預入による支出80百万円、定期預金の払戻による収入39百万円により資金が減少したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は89百万円（前年同期は52百万円の使用）となりました。これは主として、長期借入

金の返済による支出75百万円、配当金の支払額16百万円により資金が減少したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測に関する情報 

連結業績予想につきましては、実績及び最近の業績動向を踏まえ、2025年５月20日の「2025年３月期 決算短信

〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 
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２．中間連結財務諸表及び主な注記 

（１）中間連結貸借対照表 
  （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（2025年３月31日） 

当中間連結会計期間 

（2025年９月 30日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 597,546 565,350 

受取手形及び売掛金 396,518 393,165 

商品 16,270 17,766 

仕掛品 6,776 9,628 

前払費用 15,555 23,181 

前渡金 6,012 7,351 

その他 426 844 

流動資産合計 1,039,105 1,017,289 

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 18,418 18,892 

工具、器具及び備品（純額） 7,744 7,398 

リース資産 （純額）  10,262 14,794 

その他（純額） 0 0 

有形固定資産合計 36,425 41,085 

無形固定資産   

リース資産 2,489 2,142 

ソフトウエア 4,418 3,799 

のれん 256,051 238,216 

その他 1,265 1,265 

無形固定資産合計 264,225 245,423 

投資その他の資産   

投資有価証券 546 546 

長期貸付金 1,437 1,437 

長期前払費用 496 253 

保険積立金 79,420 82,984 

保証金 35,034 37,515 

繰延税金資産 61,479 65,880 

その他 6,670 6,670 

投資その他の資産合計 185,085 195,288 

固定資産合計 485,735 481,796 

資産合計 1,524,841 1,499,085 
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  （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（2025年３月31日） 

当中間連結会計期間 

（2025年９月30日） 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 31,822 27,749 

    短期借入金 212,000 227,000 

１年内返済予定の長期借入金 148,598 146,412 

１年内償還予定の社債 20,000 20,000 

リース債務 4,215 5,010 

未払金 7,634 7,271 

未払費用 172,995 180,184 

未払法人税等 19,586 19,782 

未払消費税等 65,214 65,827 

賞与引当金 81,678 91,330 

その他 28,419 33,047 

流動負債合計 792,165 823,615 

固定負債   

長期借入金 369,676 296,470 

社債 80,000 70,000 

リース債務 9,555 13,526 

退職給付に係る負債 80,333 81,439 

固定負債合計 539,565 461,435 

負債合計 1,331,730 1,285,051 

純資産の部   

株主資本   

資本金 81,865 81,865 

資本剰余金 1,180 1,180 

利益剰余金 112,504 133,427 

自己株式 △2,440 △2,440 

株主資本合計 193,110 214,034 

純資産合計 193,110 214,034 

負債純資産合計 1,524,841 1,499,085 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 

①中間連結損益計算書 

  (単位：千円) 

 
前中間連結会計期間 
(自 2024年４月１日 
 至  2024年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 2025年４月１日 
 至  2025年９月30日) 

  売上高 1,572,730 1,635,900 

  売上原価 1,233,371 1,281,327 

  売上総利益 339,359 354,572 

  販売費及び一般管理費 297,525 297,685 

  営業利益 41,834 56,887 

  営業外収益   

    受取利息 30 436 

受取配当金 22 16 

助成金収入 200 200 

    その他 308 809 

    営業外収益合計 561 1,462 

  営業外費用   

    支払利息 4,903 5,091 

  その他 2 874 

    営業外費用合計 4,906 5,966 

  経常利益 37,489 52,382 

 特別利益   

保険解約返戻金 1,182 － 

  特別利益合計 1,182 － 

  税金等調整前中間純利益 38,672 52,382 

  法人税、住民税及び事業税 14,836 19,808 

  法人税等調整額 △516 △4,401 

  法人税等合計 14,319 15,407 

  中間純利益 24,352 36,975 

  親会社株主に帰属する中間純利益 24,352 36,975 
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②中間連結包括利益計算書 

  （単位：千円） 

 

前中間連結会計期間 

(自  2024年４月１日 

  至  2024年９月30日) 

当中間連結会計期間 

(自  2025年４月１日 

  至  2025年９月30日) 

中間純利益 24,352 36,975 

中間包括利益 24,352 36,975 

 （内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 24,352 36,975 
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（３）中間連結株主資本等変動計算書 

前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）                   （単位：千円） 

 
株主資本 

純資産合計 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 81,865 1,180 58,968 △2,440 139,574 139,574 

当中間期変動額       

親会社株主に帰属

する中間純利益 
  24,352  24,352 24,352 

剰余金の配当   △13,644  △13,644 △13,644 

自己株式の取得     － － 

当中間期変動額合計 － － 10,707 － 10,707 10,707 

当中間期末残高 81,865 1,180 69,676 △2,440 150,282 150,282 

 

当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）                     （単位：千円） 

 
株主資本 

純資産合計 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 81,865 1,180 112,504 △2,440 193,110 193,110 

当中間期変動額       

親会社株主に帰属
する中間純利益 

  36,975  36,975 36,975 

剰余金の配当   △16,052  △16,052 △16,052 

自己株式の取得     － － 

当中間期変動額合計 － － 20,923 －  20,923 20,923 

当中間期末残高 81,865 1,180 133,427 △2,440 214,034 214,034 

  



株式会社富士テクノホールディングス（9243） 

2026 年３月期 中間決算短信［日本基準］（連結） 

9 
 

（４）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

  （単位：千円） 

 

前中間連結会計期間 

(自  2024年４月１日 

  至  2024年９月30日) 

当中間連結会計期間 

(自  2025年４月１日 

  至  2025年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 38,672 52,382 

減価償却費 4,950 5,597 

のれん償却額 17,835 17,835 

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,561 8,741 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,708 1,105 

受取利息及び受取配当金 △53 △452 

支払利息 4,903 5,091 

保険解約益 1,182 － 

売上債権の増減額（△は増加） 14,328 3,352 

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,073 △4,348 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,008 △4,072 

未払費用の増減額（△は減少） △29,312 8,099 

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,781 612 

その他 △6,675 △4,319 

小計 42,132 89,626 

利息及び配当金の受取額 52 343 

利息の支払額 △4,903 △5,091 

法人税等の支払額 △19,253 △19,612 

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,027 65,265 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,639 △2,161 

無形固定資産の取得による支出 △1,490 － 

リース資産の取得による支出 880 712 

保険積立金の積立による支出 △3,563 △3,563 

保険積立金の解約による収入 361 － 

定期預金の預入による支出 － △80,739 

定期預金の払戻による収入 － 39,503 

その他 － △3,036 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,451 △49,284 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 41,000 15,000 

長期借入金の返済による支出 △77,886 △75,392 

社債の償還による支出 － △10,000 

リース債務の返済による支出 △2,376 △3,077 

配当金の支払額 △13,644 △16,052 

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,906 △89,521 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △40,330 △73,540 

現金及び現金同等物の期首残高 568,592 575,892 

現金及び現金同等物の中間期末残高 528,262 502,352 
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（５）中間連結財務諸表に関する注記事項 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 
 

（１株当たり情報） 

 

前連結会計年度 

（自 2024年４月１日 

至 2025年３月31日） 

当中間連結会計期間 

（自 2025年４月１日 

至 2025年９月30日） 

１株当たり純資産額 239.12円 266.68円 

 

 

前中間連結会計期間 

（自 2024年４月１日 

至 2024年９月30日） 

当中間連結会計期間 

（自 2025年４月１日 

至 2025年９月30日） 

１株当たり中間純利益 30.34円 46.07円 

潜在株式調整後 

１株当たり中間純利益 
－ － 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

    ２．１株当たり中間純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 前中間連結会計期間 

（自 2024年４月１日 

至 2024年９月30日） 

当中間連結会計期間 

（自 2025年４月１日 

至 2025年９月30日） 

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 24,352 36,975 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

 普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

（千円） 
24,352 36,975 

 普通株式の期中平均株式数（株） 802,600 802,600 

  

  （重要な後発事象） 

     該当事項はありません。 


